
 
 

 

 

 

 

 

京都工芸繊維大学美術工芸資料館主催「大博覧会展－博覧会を楽しむ２０のエピソード 

尼崎市立歴史博物館＋美術工芸資料館」に尼崎市教育委員会が共催します。 

 

 

１ 概 要 

京都工芸繊維大学美術工芸資料館では、尼崎市教育委員会と共催で、夏季展覧会「大博

覧会展－博覧会を楽しむ 20 のエピソード 尼崎市立歴史博物館＋美術工芸資料館」を開

催します。この展覧会では、日本有数の博覧会資料コレクションを所蔵している尼崎市立

歴史博物館が全面的に協力し、日本で最初の京都博覧会から昭和 15（1940）年の「幻し」

の万国博覧会までのポスターや関連資料を展示すると共に、博覧会を楽しむための 20 の

エピソードを紹介します。詳細は添付のチラシをご参照ください。 

 

２ 会期等 

(1) 会 期   

６月 24 日（月）～８月 10 日（土）、日曜・祝日は休館 

     開館時間は午前 10 時から午後５時まで（入館は午後４時 30 分まで） 

(2) 会 場 

  京都工芸繊維大学美術工芸資料館（京都市左京区松ヶ崎橋上町） 

(3) 入館料 

 一般 200 円、大学生 150 円、高校生以下無料 

   尼崎市に在住・在勤・在学者は、住所・所在地がわかるものの提示により無料 

(4) 主 催 

  京都工芸繊維大学美術工芸資料館 

(5) 共 催 

  尼崎市教育委員会 

(6) 協 力 

  尼崎市立歴史博物館、京都・大学ミュージアム連携 

 

３ 展示資料 

(1) 展示資料数 

約 110 点（うち尼崎市立歴史博物館所蔵資料約 60 点） 

(2) 主な展示資料 ※尼崎市立歴史博物館収蔵資料分 

  ・博覧会目録(明治四年京都博覧会) ※画像有 

   ・古今珍物集覧（湯島聖堂博覧会）※画像有 

・東京名所之内明治十年上野公園地内国勧業博覧会 

・明治十年内国勧業博覧会列品写真帖 ※画像有 

  ・第四回内国勧業博覧会及平安紀念大極殿建築落成之図 ※画像有 

  ・第五回内国勧業博覧会正門表面之図 

   ・春の京都大博覧会ポスター 

令和６年６月１３日 

所 属 歴史博物館 

所属長 門田真由美 

電 話 06－6489－9801 



 

４ 見学会 

(1)  日 時 

   ７月 27 日（土） 午後１時～２時 30 分 現地集合・現地解散となります。 

    雨天実施ですが、当日午前 10 時に京都市に気象警報が発令されていれば中止 

(2)  会 場 

京都工芸繊維大学美術工芸資料館（京都市左京区松ヶ崎橋上町） 

(3)  主 催 

  尼崎市教育委員会 

(4)  内 容 

同館の並木誠士館長に解説していただきながら同展を見学します。 

(5)  参加費 

   入館料のみ必要ですが、上記のとおり尼崎市在住者等は証明書提示により無料 

(6)  申込み 

  電話・ファクスで尼崎市立歴史博物館文化財担当にお申込みください。 

     ７月５日（金）から受け付けます。 

(7)  定 員 

  先着 30 人 

 

５ 尼崎市教育委員会と京都工芸繊維大学との協力関係について 

  京都工芸繊維大学美術工芸資料館には、明治 30 年代に京都で洋画家として活躍し、後に本市

の初代市長となる櫻井
さくらい

忠
ただ

剛
かた

と一緒に京都で洋画家として活躍した洋画家・浅井忠の絵画作品や、

本市の現市庁舎と旧大庄村役場（現大庄南生涯学習プラザ）を設計した村野藤吾の設計図面が収

蔵されており、本市とのゆかりが深いです。平成 17 年度に本市教育委員会主催の「櫻井忠剛と

関西洋画の先駆者たち展」に同資料館所蔵絵画作品２点を出品していただいたことに始まり、こ

れまでに以下のとおり相互協力してきました。 

 ・平成 18 年度 同資料館を会場に、本市教育委員会所蔵資料約 150 点を出品した展覧会「ＥＸ 

ＨＩＢＴＩＯＮ尼崎コレクション」を本市教育委員会の共催で開催する。 

 ・平成 19 年度 同学から本市に「旧大庄村役場」「尼崎市庁舎」の模型が寄贈される。 

 ・平成 24 年度 本市教育委員会主催の「建築家・村野藤吾と尼崎展」に、同資料館所蔵の現尼 

崎市庁舎・旧大庄村役場の設計図面を多数出品していただく。 

 ・平成 31 年度 日本建築学会の主催事業として、同学教員の案内により現尼崎市庁舎と旧大庄 

村役場の見学会を開催する。 

 

６ 尼崎市立歴史博物館所蔵の博覧会資料コレクションについて 

  本市が歴史博物館建設事業に着手した際、他館には無い特色あるコレクションの形成を

目指して博覧会資料の収集を開始しました。これは、１９世紀に博覧会が開始された際の

主目的が国内産業の育成であり、産業都市尼崎らしいコレクションであると考えたからで

す。現在、当館所蔵の博覧会資料は４，７００点を超えており、日本有数の博覧会資料コ

レクションとなっています。  
 

７ 担 当 
尼崎市立歴史博物館 学芸員 桃谷和則  
 〒660-0825 尼崎市南城内 10 番地の２ 

   電 話 ０６－６４８９－９８０１  ＦＡＸ ０６－６４８９－９８００ 

   メール momotani-kazunori@city.amagasaki.hyogo.jp  

以 上 

mailto:momotani-kazunori@city.amagasaki.hyogo.jp


 

○主な尼崎市立歴史博物館出品資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古今珍物集覧（日本初の政府主催博覧会である湯島聖堂博覧会(1872)の展示物を描いた浮世絵版画） 

博覧会目録（日本初の博覧会である京都 

博覧会(1871)の出品目録） 

明治十年内国勧業博覧会列品写真帖（日本初の全国規模

の博覧会である第１回内国勧業博覧会(1877)の写真帖

で、写真は同博覧会の展示館として建てられた日本初の

美術館。この写真は当館しか所蔵していない。） 

第四回内国勧業博覧会及平安紀念大極殿建築落成之図（京都

の岡崎公園で開催された第３回内国勧業博覧会(1895)では、

同時に隣接して平安神宮が創建された。） 






